
【資料２-２】

市民・高校生を交えたワークショップでの意見等まとめ（課題・解決策等）

課　題 解決策・方向性・将来像・意見
本文への

反映
関連する
政策体系

○ 歩行者や自転車が通りにくいような道がある ○ 外国人観光客のSNS発信を活用 → 観光客増 既存含 政策30

○ どこにどんなお店があるのかがわからない → PR不足 ○ 滑川の農産品を食べたい、知りたい 既存含 政策１

○ 標識が古い（見えずらくなっている）。看板も ○ 漁協に食の祭りをやってほしい 既存含 政策２

○ 街の形、動線が分かりにくい。市外の人が迷う！

○ 駅前にザ・“滑川”って感じものを作る

○ 絶めつ寸前のJCとか ○ 音楽イベントをもっと増したい

○ 滑川を舞台にした映画とか

○ 市民交流イベントを大々的にやる！

○ 自分の住んでいる街に対する関心がうすい ○ なんだかんだ言って、楽しいと思えるような町 文章追記 政策25

○ イベントがあまり知られていない ○ 市とのからみがあるイベントを学校で開く

○ 海に来るようなイベントや機会を増やす

○ 温泉をほる。住みたくなる町になる。

○ 学生が参加しやすいイベント

○ 海でおよげるように

○ 誰もが安心して暮らせるまち

○ HP、SNSを分かりやすくリニューアル 既存含 政策32

○ 博物館の場所が遠い。行くのに不便

○ 市バスの本数を増やす。

双方向の情報発信・受信

○ 自転車・歩行者が通りやすい・歩きやすいように、道路
を整備してほしい（デコボコや穴を無くして平らに）

○ 市役所と市民が双方向で情報提供し合える仕組作り
（LINE公式アカウントの活用）

文章追記 政策32
○ 道路の穴やデコボコを発見した人が、簡単に報告でき、
すぐに対応がされるようなしくみをつくる。（公式LINE、
ホームページ等の活用）

○ 公式LINE活用、道路の破損、箇所報告など、市民の発信
と連携

まちづくりのソフト面（市のPR、情報発信など）

○ 新しいこと（まだやられてないこと）をしたい。自動運
転（公共交通）の試験導入とか（一本だけでも）

文章追記
政策10
政策25○ 滑川の「ここが好き」と自信もって言える人はどれぐら

いいる？

文章追記 政策25

○ 音楽好きが多い→滑川高校の吹奏楽部とコラボするイベ
ントもあれば良い。

○ 民間の方がお金を出したいと思えるような仕組みづくり
を。

○ PRの場、情報発信が必要→市を舞台とした恋愛映画を作
成したり、他市町村のイベントのように、龍宮まつりだけで
なく様々なイベントを開催し、人々のコミュニケーションが
とれる場を作ることが重要。

文章追記
政策25
政策32

自分の住んでいるところに関心を持つ

文章追記 政策25

○ 情報発信が足りない。大きぼイベントをおこなうハコが
ない。働く場がない。

○ 他の街からのいじゅう者が増えて街全体のふんいきが良
い街

○ 笑顔たえない街がいい。他の街の人がいじゅうしたくな
る街

○ スーパーマーケットや交流プラザの周辺など、人が行き
たいと思う所に停留所を作ったりする。

○ 主要道路から町部への案内板などを増やす。
 → 市外から立ち寄りたくなるまちに。

既存含 政策30

コミュニティバスの利用

○ 市内バスの利用が少ない → 不便→ 利用の低下につな
がっている

○ 市バスで停留所からすぐの場所でスタンプラリーをする
→　集めたら市の特産品プレゼントキャンペーン

既存含 政策10

○ オンデマンドバスにして、アプリから乗車予約できるよ
うにする。（乗る人がいない時は運休にし、CO2削減）

○ 市バス内で広告アナウンスを入れる。店舗紹介（交通安
全、オレオレさぎ、還付金さぎなどの注意喚起も！）
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課　題 解決策・方向性・将来像・意見
本文への

反映
関連する
政策体系

○ 自動運転による移動、滑川・中滑川・プラント

 → 駅と駅の間を結ぶ自動運転乗物の導入

○ 横断歩道の一時停止無視

○ チャイルドシート、シートベルトの着用率UP

○ 滑川高校近くにあいの風の駅がほしい 既存含 政策10

○ 交通の利便性が悪い ○ 車が無くても買い物に困らないまちに 既存含 政策25

 → 線路で街が分断されているように感じる。

○ 車社会

○ デジタル化への対応 ○ 自動運転の車輛

○ デジタル化に高齢者が追いついていないように感じる。 ○ 自動運転の公共バス

○ 自動運転の公共交通

○ 移動手段の多様性

○ 市内の情報をPRするツールをPRする

○ 町中Wi-Fi

○ 空いている使われていない田んぼを活用してほしい

○ ホタルイカのブランド化。名前をつける

○ 滑川市が市外の人にまだまだ知られていない ○ 大相撲の塩を滑川の深層水の塩へ 既存含 政策７

○ 滑川市の魅力は？

○ ホタルイカ漁体験

○ スキューバダイビング、多種類の魚類

○ 食品工場見学と持ち帰り（ホタルイカの黒作りetc）

○ しお作り体験

交通安全の問題・自動運転の導入

○ 車の量が多いこうさてん→ 信号がない場所、自転車等が
とびだしてくる時があってあぶない。

○ インターネット、SNSでの呼びかけ、現状を知ってもら
う。

既存含 政策９

→ 例えば、スポーツ・健康の森公園付近の交差点、市役所
前通り(信号機があれば)

文章追記 政策10

移動手段について

○ 駅前にレンタル自転車など、みんなが使える移動手段ほ
しい ○ 滑川駅前レンタサイクルより、外国人にはLUUP（電動

キックボード）が魅力的
既存含

政策10
政策30○ レンタル自転車の他に都市部にあるレンタサイクル、

LUUPのポートが滑川市内にあると良い

田んぼを使った農業振興・観光資源化

○ 使われていない田んぼの活用。米や野菜・花などの農作
物を植える。花の迷路、花を使って動物やキャラクターなど
の観光物をつくる。

文章追記 政策１

○ ひまわりやコスモスなど、四季で異なる花の迷路を作
る。観光スポット化！

文章追記 政策26

車社会への対策

デジタル化の利活用

文章追記 政策10

既存含 政策31

○ 今あるしせつ以外に有名な観光名所的なものができてほ
しい

既存含 政策30

既存の観光資源を有効活用

○ ホタルイカのブランディングとなる名前を市民から公募
する。（市民以外もO.K！）

既存含 政策２○ ニジマスつかみどり。１人１匹でいいので、希望者全員
が体験できるようにしてほしい。もしくは、１匹100円の有
料にするとか

○ ニジマスつかみどりの希望者を募り、１匹100円で参加す
る。（持ち帰らなくていい子は体験のみ１回100円）→より
多くの子が体験できる。

インバウンド対策・観光促進

○ インバウンド対策。富山駅から滑川駅へ。滑川に来ても
らう戦略いる！

○ スポーツアカデミー利用客をターゲットとした商業施設
がその周辺にあれば賑わいが出るのでは。

文章追記 政策３

○ はまなす公園が環水公園みたいな場所であれば人が集う
か。

文章追記 政策26
○ 市内での滞在時間が短い印象があることを踏まえ、市内
に宿泊施設がすくないことも一因。 ○ 観光：体験できるような内容 … たとえば、ほたるいか

料理実習、かんろ煮のおみやげＧＥＴ

文章追記
政策７
政策30

○ もちつきできる場所をつくる。１時間1,500円、おもちか
えりO.K

○ なめりかわ体験コース（ほたるいか、もちつき、深層
水、工場見学→ロキソニン、こうかんどう）

文章追記
政策３
政策７
政策30
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課　題 解決策・方向性・将来像・意見
本文への

反映
関連する
政策体系

○ 若者が遊べる、集まれるような場所が少ない ○ 四季の花火 文章追記 政策30

○ デートスポット。イオン、寿し屋

○ 東福寺からのZIP LINE

○ 主要な駅の近くに飲食店など人が訪れれる場所が少ない ○ 若者が通えるような飲食店の誘致

○ 夜の飲食店経営が無理ゲー ○ 飲食店を増やしてほしい

○ 学校周辺に飲食店が少ない

○ 若者に人気の食べ物屋さんが少ない

○ 市内を周遊できるような市バスのルート変更 文章追記 政策10

○ 駅前開発 既存含

○ 寿司屋さんが少ない。おいしい魚が食べたい

○ 隣の市に行くことが多い

○ 街灯が少なく感じる（夜暗い） ○ 放課後、友達と気軽に遊べるスポットがほしい！

○ 駅前が暗い → 特に夜

○ 地下道が暗い

○ 徒歩で行けて集まれるところがあると良い。

○ 若者が少なく需要がないのでお店が増えない。

○ イオンがほしい

○ スタバがほしい

○ 中・高生が楽しめるようなしせつが無い

○ 帰りに持ち帰える売店がほしい

○ 健康フィールドの近くに寄る所がほしい

○ 映画館がほしい

○ 部活終わりに食べる所がほしい

○ カラオケがほしい

○ 図書館以外にも勉強できる場所がほしい

○ コンビニがほしい

○ 駅の近くに遊ぶ場所がほしい

○ 広いしばの公園がほしい 既存含 政策26

○ 滑川駅前がさみしい（お店が無い）

○ 駅周辺のお店ない・ホテルない・くらい→ 人はこない

○ 駅前再開発

○ お店が少ない ○ 若者ターゲットの飲食店少ない

○ 若い人が遊べる所・楽しめる所がない ○ 個性的なお店

○ 遊べる場所が少ない ○ 学校帰りによれる、安くて美味しいお店

○ 今は通過される街であり、集う街になっていない。

在住外国人の受入れ

○ 日本人でない人が増えている今、その方々をどうやって
コミュニティーの中に入れるか？

○ 滑川在住の外国人を通訳として活用。謝礼があれば希望
者あり。

既存含 政策20

若者が集える場所やイベントの開催

まちづくりのハード面（駅前の賑わい、若者が集うまち）

文章追記 政策３

○ 市内の人だけでなく、市外の人向けの施設も併設できれ
ば良い。

文章追記
政策３
政策30

文章追記
政策３
政策30

○ ディズニーランドのように木でキラリンの形を作る。
（花だと一過性なので、できるだけ長く楽しめる常緑樹）

文章追記
政策26
政策30○ 観光客を増加させるために、写真が撮れるようなスポッ

トをつくる。花で作られた動物やキャラクター。

○ 駅まわりが活気がほしい。モニュメントが派出がいい
な。

政策25

○ 学生が集まれる場所があれば安心して電車を待てる。

文章追記
○ 富山駅に行く必要がないくらい楽しいスポットがあると
嬉しい

○ 街灯:LEDにしたが電気代がかかり、点灯時間を延長する
と商店街の負担が増える。太陽光発電をつけるなど工夫が必
要か。

○ 東福寺野にとかできると嬉しい
　（スパリゾートみたいな）

文章追記 政策30

○ 部活動の終わりに食べるコンビニの再利用、おしゃれ
コーナー

文章追記 政策25

駅前付近の賑わい

○ 富山市から滑川へ（あいのかぜ）、フリー往復乗車券を
配布（ネットでダウンロード）

既存含 政策10

○ 外に出て飲食する習慣がないので、お店ができても長続
きしない。

若者向けの有名店誘致

○ 商店が多いのに知られていない事が多い。中高生、若者
向けの店（ユニクロ、スタバ）が無い

文章追記 政策３

中学生・高校生が立ち寄れる施設・店

○ 地元の魅力を知らない、地元の人も魅力がわかっていな
いと思う。

○ 駅近くに飲食店をつくり、滑川駅に人が集まるようにす
る。 既存含 政策25

若者が集まる場所づくり

文章追記 政策25
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課　題 解決策・方向性・将来像・意見
本文への

反映
関連する
政策体系

○ 街の中で若ものを見かけない ○ てっとり早くスタバゆうち（東部はまだ無）

○ 有名チェーン店、飲食店を増やす

○ 若者が街に出てこない

○ 若者が来そうな場所 ○ 企業への優遇措置を 既存含 政策４

○ 若者が楽しめる場所が少ない ○ 職業見学などのイベントを開く（学生が見るように）

○ 若者の流出 ○ 企業を誘致し、雇用を創出

○ 人口減少 ○ 超売り手市場のため、若者を積極的に雇用する

○ 若者が地元で働ける仕組

○ カップルに学校解放（禁断感でたのしい！）

○ イケメンを増やす→マッチョ補助金をつくろう！

○ 若者が暮らしやすい町

○ ごらくが少ない

○ 市内での遊びがない

○ 飲み屋が少ない

○ 学校近くに遊びが欲しい

○ 滑川で創業するメリットがほとんどない-産業

○ 製造業をもっとアピールできれば

○ 滑川に産業まつりがあればよい。 既存含 政策２

○ 地域でチャレンジする人を応援する仕組みづくりを。

○ 市の企業に関するPRを強化

 → 企業は学生とつながりを持ちたいと考えている。

○ 創業する方や企業に助成金を支給する制度などを整備

○ 30代の民間プレイヤーがあふれんばかりにいるといいね

若者が暮らしやすい町・人口減少対策

文章追記 政策３
○ 政策を実行する人：東京のコンサルが多い。子供達が東
京にいっちゃう。 ○ かわいいおんなの子を町に増やす。（コスメショップ、

ファッション、とんがったやつ）

既存含 政策６

○ 新しい店がはいったり、若者が沢山来ている旧町部がわ
かりづらい。

○ 企業への優遇。若者を積極的にこよう。（職業見学、企
業をゆうち。かわいいおんなの子を町に増やす。コスメ
ショップ）

○ イベント、職業見学のイベントや町や地域でのイベント
を増やしていくことが大切だと思いました。

既存含 政策13
○ 浴衣の日を制定する→カップルが増える→子づくり…子
供増

○ 人口減少→子育て世代へのサポートを強化する。　例、
補助金など。

○ メガネ女子を増やす→男子がやる気UP→町の生産性爆上
（諸説あり） 文章追記 政策25

娯楽がある街

○ ごらくを多くする→カラオケ、ゲームセンターなど。人
口減少→　滑川でしかできないことを増やす

文章追記 政策25○ 駅の近ぺんのにぎわい、市外からでも立ちよりたくなる
町

○ えきの近くにごらくがない。市民の声が届きにくい。灯
りが足りない。人口減少。若者でてっちゃう。若者が参加で
きるイベント（AIで）

既存含 政策６

○ 市と企業が連携して、若者が出て行っても戻ってきたい
とおもえるような環境づくり

 → 地元に帰ってきても、子ども・孫世代にならないと地元
の人として認識されないと感じる。

 → 人を育てていく環境を整備する。若者がやりたいことを
どうしたらやれるのかを聞ける環境を作る。

産業・農業への対策

○ 農業は積極的に大規模化、自動化の支援をすべきでは？
（してほしい）

既存含 政策１

○ 空き家対策や子育て支援など単独での創業支援ではな
く、何かとセットで支援することがいいのでは。

既存含 政策３

○ 滑川高校の商業科がメリカでチャレンジショップをして
みては。大人の力だけでは厳しい。

○ 店主が高齢となってお店を閉めようと考えている人もい
る。味の継承も併せて考えることができる。

4 / 7 ページ



【資料２-２】

課　題 解決策・方向性・将来像・意見
本文への

反映
関連する
政策体系

○ 農業の担い手が少ない ○ 滑川の特徴：田畑がある→農業体験→収穫祭 文章追記

○ 農地の基盤整備を進める

○ ほたるいか米、もち米、せんべい作り（500円）

○ 稲刈り（もちかえりあり） 文章追記

○ まわりの目をきにしがち。チャレンジしにくい

○ 地元の人にチャンスをふやす

○ 古くささをなくそう。おおらかになろう

○ やさしくなる

○ 市内雇用 ○ 地元での楽しい仕事がない（10代から50・60代） 既存含 政策６

○ 支える人の不足 ○ 子ども時代の色々な体験 既存含 政策21

○ 過疎化 ○ 帰りたくなる場所にする（のどか、子育て）

○ 地元愛 ○ 大きな公共施設

○ 人口減少 ○ 若い人が住みたいと思う市

○ 公園

 → もっと整備したら良い。

 → スケボーやフットサルなどが自由にできたら良い。

○ 市長をどんどんバズらせる 既存含 政策32

○ 人の減少。あまり人を見かけない ○ 世代を越えた交流 既存含 政策20

○ 子どもがあまり見かけない ○ 人を呼び込む施策の充実。住宅、子そだてetc 文章追記 政策25

○ 小学校の生徒の数が減少。学校数の維持は？

○ 部活動の統合

○ 若者が就職したい会社が増えればいいなぁ

○ 空き屋問題。屋敷林の整理が出来ない ○ 空き屋を使って人を呼びこむ

○ 空き家の活用策として、勉強できるスペースの整備を。

○ しょうぶ園の整備

○ 堀江の公園のPRがされていない。利用↓

○ 町内会をまきこんだイベントの開催

○ 花、いっぱいの滑川、市民のいこいの場がある。

○ 四季を通じて楽しめる行田公園にしてはどうか。

○ 花菖蒲を民間の力を借りてはどうか。 既存含 政策29

○ SNS以外にもポスターを市内にはって認知度を高める。 既存含 政策32

農業の将来

○ 公民連携の窓口を作る。民かんと市でのつながりを強く
する。

既存含 政策29

雇用環境・子ども時代の体験

人が集まり、戻ってきたくなる場所づくり

文章追記 政策25

○ 10人がいたら７～８人が外に出て５人が帰ってきてくれ
たら良いと思う。

政策１

○ 安心して農業、米づくりできるまち。畑づくりキボの米
作り、みちの駅に出すような米づくり…分けて応援

既存含

チャレンジしやすい環境

○ がんばっている地元の人にきびしい→ でるくぎがうたれ
る→　滑川市の活性化に尽くした人やもりあげた人に対する
ひょうしょう。

既存含 政策３

○ がんばっとる地元の人にきびしい大人がおる。出るくい
がたたかれがち。

公園・緑化の整備

○ 子供が気軽に周囲を気にせず遊べる場所の確保。住宅地
から近くない大きめの公園、室内で音が外に聞こえない建
物。 文章追記 政策25

○ 花いっぱいの滑川、花と緑の銀行、ボランティア、理容
店の方と協力しながら、町全体としての計画（緑化）を練っ
ていく。 文章追記 政策26

既存含 政策26

人口減少・少子化

○ 高校卒業後の若者は、どこに行っているのか？動向の把
握と対策

空き家対策

既存含 政策25

○ 滑川市の小・中学校や高校生が清掃を行う。ボランティ
アで清掃する。

既存含 政策27
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【資料２-２】

課　題 解決策・方向性・将来像・意見
本文への

反映
関連する
政策体系

○ 海洋ゴミ(量が多い)

○ 子育て支援＋仕事。シングルM/F、住いの提供 既存含 政策13

○ 病院が少ない（小児科） ○ 子育て支援を手厚く 既存含 政策13

○ 遊具がない公園がある ○ 小児科呼び込み 既存含 政策19

○ 子連れで遊べる場所が少ない

○ 公園・遊具の充実

○ 子どもが遊べる場所を増やすため、遊具の設置

○ 支援人材の育成 既存含 政策17

○ オンラインで通学できるようなシステムを作る。 既存含 政策21

○ 不登校支援 ○ 学業支援 既存含 政策21

○ 高齢化、人口減、歩いて暮せる街

○ 滑川市全体での運動会

○ 地域交流 ○ 地元行事の参加（紹介）

○ 支える人が不足 ○ 地元の人達と交流できる場

○ 知らないことを教えてくれる人、機会

○ 社会保障 ○ 年金。積立方式に戻して欲しい 参考 政策16

既存含 政策20

○ 広めの防音室がほしい ○ メリカの空いている部屋を使う。 文章追記 政策25

○ 議員の話し合いを見れるようにする

子どもの出産・育児へのサポート

○ 子供を産みたくなるような政策をつくることや、子供を
産む、育てることへの負担を減らしてほしい。

子育て施策

○ ベッドタウンで子供たちは比較的いるので、多くの教育
（学業、スポーツ等）機会があると良い

既存含 政策21

海を大切に

○ 海でのイベントを増やす
 → 海に関心が高まる。
 → 海がきれいになる活動も増える。

既存含 政策27

不登校児への支援

高齢者の地域との関わり・健康寿命の増進・居場所づくり

○ 70才以上の健康寿命の増進、フレイル予防。点数化し
て、表彰したり、やる気がでるような施策を考える。民間の
スポーツ施設と協力できないか。

文章追記 政策16○ 65才から75才までの方のフレイル予防をしっかり行な
う。

既存含 政策26

障がい児・者への支援

○ 障がい児・者の就労支援。滑川は近隣市町村に比べ遅れ
ている。エアポケットと言われる

不登校児のサポート

○ 不登校児のサポート。将来的に大人の引きこもりを予防
する取組みも必要

○ オンライン上のバーチャル空間で交流・相談ができる
バーチャル市役所

既存含 政策31

地域交流

既存含
政策18
政策20

○ 独居世帯の地域との関わり。町内会以外に外へ出て参加
できる居場所づくり

○ ひとつの町内ごと、２～３の町内ごとにボランティア
（有償）での協力体制の仕組みを作っていく。

既存含
政策16
政策18

○ 子ども・大人も含め、家と学校や職場以外に行ける第３
の居場所づくり。悩んだ時に相談できる場所 既存含 政策18○ 対話の場の開催。本音ベースで悩み・困りごと・課題を

話せる場づくり（エールで３か月に１回開催）

○ 議員の数は適正か？適正な数か？何をしてらっしゃる
の？みえない ―

○ 議員の方の活動が見えるように議会や議員SNSで発信する

社会保障

女性の社会参加・活躍

○ 女性の社会参加、イキイキ生活に受け入れられるような
器づくり　(例えば)スキマ時間の活用、ボランティアの行き
場づくり など

○ シルバー人材センター：女性がイキイキできる職場環境
とし充実させる。

防音機能のある施設

議員の活動
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【資料２-２】

課　題 解決策・方向性・将来像・意見
本文への

反映
関連する
政策体系

○ 政策のなかみがHPで見れるとよき 既存含

○ 市民の声が届きやすい町 文章追記

○ 市民の声が届きづらい。

○ コンパクトな町ならではの手厚いサポート 既存含 政策32

○ 災害が多い 政策８

○ 治安 政策９

○ 地鉄の本数（時間） 政策10

○ どうやって通るのかわかりづらい道路がある

○ 道路の幅

○ 雪がつもった時、危ないと思う階段がある

○ 独身の方が多い。男女ともに 政策13
○ 子育てが終わった人が集まれる場所づくりを。 政策13
○ 社会的に弱い立場の方々に目が届く施策を！ 政策15

○ 町内での孤立問題。仕事についていない40代・50代 政策18
○ 医者（クリニック）が少ない 政策19
○ 食。自給自足 政策19
○ 市民ホールが悲しい

○ 気軽に行けるコンビニが少ない。 政策25
○ 電灯が少ない

○ ライトの数

○ 空き家 政策25
○ 観光 政策30

○ アナログへのあこがれ ―

○ 預金がふえない（インフレ税） ―

政策の可視化・風通しのよい体制

○ 政策について、誰が何をやっているか可視化されておら
ずみえない。

政策32

政策24 → 古い、小さい。人気アーティストを呼べる箱物が市内に
ない。

政策25

○ 警察署再編の話があり、例えば、滑川署が移転した後の
跡地利用で何かできればよい。

政策25

○ 時代の変化に応じた組織づくりのあり方。既存組織のぜ
い弱化

政策33

税金の使い道

○ 年金がんぽん、しゃかいほしょーわれ？税金払う意味
は？

その他（課題・提案）

政策11

○ 60代からのイキイキ生活。健康寿命の延伸。高齢者もい
つもまでも元気。
（現在）10年前の現状は男性の会社退社後のエネルギーがあ
ふれていて行き場が少なかった → 今は80才まで働ける社会
(今)女性の孫育てもすんだ空白の時代…施設入所も女性が多
い

政策16
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